
 

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
「
Ｈ
ｉ
Ｐ 

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

創
立
３
０
周
年
記
念
号
の
発
行
に
あ
た
り
、

日
本
医
師
会
を
代
表
し
て
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
は
じ
め
に
、
日
本
股
関
節
研

究
振
興
財
団
が
創
立
３
０
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

貴
財
団
は
、
創
始
者
の
伊
丹
康
人
先
生
が
、

「
股
関
節
疾
患
で
苦
し
ん
で
い
る
方
々
の
た

め
に
、
そ
の
進
行
予
防
と
治
療
の
研
究
開
発

を
推
進
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
私
財
を

投
じ
て
設
立
さ
れ
た
財
団
で
あ
り
、
故
伊
丹

先
生
の
思
い
に
大
い
に
共
感
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
行
動
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
、
京
都
大
学
高
等
研
究
院
副
院
長/

特
別
教
授
本
庶
佑
先
生
が
、
ノ
ー
ベ
ル
医

学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
る
と
い
う
、
医

療
界
に
お
い
て
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
今
、
我
が
国
の
科
学
研
究
の
分
野 

創
立
３
０
周
年
に
寄
せ
て 

    

公
益
財
団
法
人
日
本
股
関
節
研
究
振
興
財
団 

顧
問 

    

公
益
社
団
法
人
日
本
医
師
会 

 

会
長 

横
倉
義
武 

で
は
、
補
助
金
削
減
や
予
算
配
分
の
不
均
衡

等
か
ら
、
研
究
者
数
や
論
文
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
国
際
的
競
争
力
も
低
下
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
す
ぐ
に
成
果
が
で
な
い

よ
う
な
研
究
に
は
手
当
が
不
十
分
な
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に
成
果

が
出
な
い
研
究
で
あ
っ
て
も
、
や
が
て
大
き

な
実
を
結
ぶ
も
の
も
あ
り
、
地
道
な
基
礎
研

究
の
積
み
重
ね
の
上
に
、
多
く
の
人
を
救
う

研
究
が
あ
る
の
だ
と
、
基
礎
研
究
の
重
要
性

を
改
め
て
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
貴
財
団
が
こ
の
３
０
年
間
行
っ
て
き

た
研
究
助
成
事
業
は
、
多
く
の
若
い
研
究
者

を
育
て
、
そ
の
後
、
助
成
を
受
け
た
方
々
が

支
援
を
き
っ
か
け
に
躍
進
さ
れ
、
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
我
が
国
へ
の
多
大

な
る
貢
献
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
貴
財
団
の
推
進
す
る
健
康
寿
命
の
延
伸

は
、
日
本
医
師
会
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題

で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
国
民
皆
保
険

の
も
と
で
世
界
最
高
水
準
の
平
均
寿
命
を
達 

成
し
、
有
数
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
そ
の
健
康
寿
命
は
、
平
均
寿
命
に
比
べ

約
１
０
年
も
短
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
縮
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
元
気
で
長
生
き
を
す
る
た
め
に
、
股
関

節
は
と
て
も
重
要
な
器
官
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
一
般
の
方
が
知
識
を
得
る
機
会
は
あ

ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
貴
財
団
が
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
普
及
啓
発
事
業
の
成
果
に
、

多
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
日
本
医
師
会
も
貴
財
団
と
志
を
同
じ

く
、
国
民
へ
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識

涵
養
等
、
予
防
と
健
康
管
理
に
関
わ
る
取
り

組
み
を
一
体
的
に
推
進
し
、
健
康
寿
命
の
一

層
の
延
伸
を
図
る
こ
と
で
、
真
の
「
健
康
長

寿
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
日
本
股
関
節
研
究
振
興
財
団
が

今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
我
が
国
の
股
関
節

研
究
の
推
進
と
、
股
関
節
に
関
す
る
国
民
の

理
解
促
進
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申

し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 
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第２９回 股関節研究セミナー 開催 
去る平成 30 年 10 月 26 日（金）、名古屋国際会議場第 2号館 212 号室にて第 29 回股関節研究セミナーが、

開催されました。股関節学会期間中、夕方からの開始ながら、熱のこもったセミナーとなりました。 

平成 30 年度股関節研究助成、海外研修助成、国内研修助成決定 

企業様からのご寄附と皆様からの「股関節らくらく募金」は、 

下記の助成金に使用されました。温かいご支援に、感謝いたします。 

 

股関節研究助成研究課題と交付者 
「第一・第二世代 XLPE 製寛骨臼ライナーの厚みが機械的耐久性に及ぼす影響の解明」 

東京医科大学                    立岩 俊之 先生   ７０万円 
「急速破壊型股関節症の早期診断方法の確立」  

神戸市立医療センター中央市民病院  安田 義   先生   ７０万円 

「スクレロスチン分泌低下に伴う大腿骨近位部骨折予防戦略 」 

信州大学                       中村 幸男 先生   ７０万円 

股関節海外研修助成交付者 
研修施設：リヨン大学、ローストック大学、ベルン大学 

松下会 白庭病院        岩切 健太郎 先生    ３５万円 

りんくう総合医療センター  藪野 亙平   先生    ３５万円 

金沢大学 整形外科      大森 隆昭   先生    ３５万円 

股関節国内研修助成交付者 
研修施設：京セラ株式会社野州工場、医療法人社団紺整会船橋整形外科病院 

        社会福祉法人仁生社江戸川病院人工関節センター、東京慈恵会医科大学整形外科 

北海道大学 整形外科    清水 智弘   先生 

産業医科大学 整形外科  塚本 学     先生 

研修施設：帝人ナカシマメディカル株式会社岡山工場、北海道大学整形外科、医療法人社団我汝会えにわ病院 

横浜市立大学 整形外科  池 裕之     先生 

東海大学 整形外科      鵜養 拓     先生 

股関節研究助成金交付者 3名 股関節海外研修助成交付者 3名

股関節国内研修助成交付者 4名



平成 2７年度股関節研究助成金交付者による研究成果報告 

報告１）「高齢発症変形性股関節症の疫学と病因に関する研究-骨粗鬆症の関与から、病態解明・予防に向けて-」  

      鹿児島大学   石堂康弘先生  

報告２）「滑膜由来炎症性ﾒﾃﾞｨｴｰﾀｰに着眼した前・初期股関節症における疼痛発生機序の解明」  

      北里大学     福島健介先生  

報告３）「人工股関節再置換術時骨欠損部における骨髄内骨再生技術の開発」 

      大阪市立大学  大田陽一先生  

報告４）「大腿骨近位部骨折受傷後に回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟に入院を要した要介護高齢者の身体機能予後について」  

      東京大学     柴崎孝二先生 

 

平成３０年度股関節海外研修助成及び国内研修助成成果報告 

 

第 19 回股関節市民フォーラム 

去る平成 30 年 11 月 18 日（日）第 19 回股関節市民フォーラムをコングレスクエア日本橋にて開催いた

しました。下記の 3 つの講演が行われ、ほぼ定員いっぱいの大変盛況な市民フォーラムとなりました。 

①「ロコモとフレイル、ご存知ですか？」 

講師 泉田良一先生 江戸川病院慶友人工関節センター長・当財団 専務理事 

②「ロコモーショントレーニング‐骨トレ体操‐」 

講師 太藻ゆみこ氏 メディカルフィットネス研究所代表・健康運動指導士 

③「特別講演：骨と関節のｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸﾞ‐90 歳になっても痛みなく歩くための秘訣とは‐」 

講師 斎藤充先生 東京慈恵会医科大学整形外科学講座 准教授 

まず、第 1 講演では江戸川病院慶友人工関節センター長であり当財団の専務理

事の泉田良一先生が、ロコモティブシンドローム、フレイル加えて、加齢による筋肉量が減少してゆく「サ

ルコペニア」も含めた定義づけを説明されました。第 2 講演では、骨粗鬆症予防をテーマとしたロコ

モーショントレーニング「骨トレ体操」を当財団の運動指導者である太藻ゆみこ氏が、実技を行

いました。第 3 講演は特別講演として、骨粗鬆症の日本屈指の専門家である東京慈恵会医科大学

整形外科学講座准教授の斎藤充先生にご講演いただきました。日本の骨粗鬆症の現状～骨粗鬆症

のメカニズムを明解に説明され、大変好評な講演となりました。 

休み時間を利用して行われた協賛会社様のブースも大変好評でした。この度も多くの協賛会社

の皆様のご協力を得て、素晴らしいフォーラムを行うことできました。 

この場を借りて深謝いたします。 

大森隆昭先生 

海外報告３ 

岩切健太郎先生 

海外報告１ 

塚本学先生 

国内報告２ 

藪野亙平先生 

海外報告２ 

清水智弘先生 

国内報告１ 

福島健介先生 大田陽一先生 石堂康弘先生 柴崎孝二先生 

斎藤充先生 



 
 

HJFJ 人工股関節ステッカー 

人工股関節の手術をうけた患者様からのご要望で、海外の空港での

金属探知機ゲートでエラー音がなるので、「外国語での説明が難しい」

とのご相談が寄せられたため、人工股関節患者であることがわかるよ

うに当財団で人工股関節のイラストと英語表記のあるステッカーを

作成いたしました。新聞等にも掲載され、大きな反響があり申込が殺

到しております。 

※サイズ 7.1cm×4.4 ㎝ 

☆入手方法 

当財団WEBサイトから申込いただくか、直接電話にてご連絡ください。 

URL  http://www.kokansetu.or.jp/personal/hjfjsticker.html 
 

股関節クレジット募金と股関節らくらく募金のご紹介 

お手持ちのクレジットカード（VISA・MASTER・JCB・AMEX・DINERS）か

ら、「毎月継続」、「今回（1 回）」の 2 種類より、簡単に募金を行える

ようになりました。パソコン、タブレット、スマホより、当財団「股関

節クレジット募金」ページにアクセスしていただく募金です。 

また、口座振替の「毎月継続」タイプの「股関節らくらく募金」もご

ざいます。 

是非、未来の股関節研究、ひいては股関節疾患を患っている患者様の

ために、ご支援いただければ幸いです。 

「股関節クレジット募金」ページ URL 

http://www.kokansetu.or.jp/rakuraku/donation_credit.html 

「股関節らくらく募金」ページ URL 

 http://www.kokansetu.or.jp/rakuraku/about.html 
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